
第2回 セミナー

「GAIAはなぜTOKYO PRO Marketに上場したのか？」

2024/6/21 (金)  16:20~17:20 



パネリスト紹介

GAIA株式会社　代表取締役社長  

中桐　啓貴  

山一證券、メリルリンチ日本証券を経て、米国流の資産

運用コンサルティングで長期で顧客に寄り添いたいと

2006年GAIAを創業。短期売買ではなくお客様の資産

残高が増えることが収益につながるフィーベースの手

数料体系で、顧客本位な経営を実現している。  

IFA(独立系金融アドバイザー）のパイオニアとして16冊

の著書があり累計10万部を超える。近著は『日本一カ

ンタンな「投資」と「お金」の本』（クロスメディア・パブリッ

シング）。2020年4月より一般社団法人日本金融商品仲

介業協会の理事長を務める。  



パネリスト紹介

GAIA株式会社　執行役員管理部
長 

窪田 淳行  

証券会社の株式トレーディング部からキャリアをスタート

させ、前職の運用会社では15年間ファンドマネージャー

としてシンガポール拠点にも出向。日本株を中心にアジ

ア株全般の機関投資家向け運用に携わる。GAIA代表

の中桐とは学生時代に英国留学で知り合ってからの旧

知の仲で、縁あって2022年10月にGAIAの管理部長とし

て着任。着任と同時に上場準備に取り掛かり、GAIAの

成長をバック部門から支えている。    



パネリスト紹介

株式会社日本M&Aセンター　  
TOKYO PRO Market事業部　上場推進部 副部長  

横田 賢一  

2012年大手証券会社に入社、リテール営業を経て、

2015年よりIPOを中心とした投資銀行業務に従事、ベン

チャー企業を中心とした新興市場の上場支援業務に携

わる。 

2020年日本M&Aセンター TOKYO PRO Market事業部

に参画。以降、TPM上場準備支援、コンサルティング業

務に従事。    



上場までの流れ  



上場までの流れ

2016年10月～　上場準備開始

2021年10月～　日本M＆Aセンターと契約

2022年1月～　監査法人と契約

2023年5月～　上場審査想定質問

2023年10月～　上場審査

2024年3月8日　上場承認

2024年3月27日　上場

[上場時発行済株式数 ]：140,200株

[引受証券会社 ]：日本M&Aセンター

[資本金]：71百万円

[決算月]：12月

GAIA（証券コード： 154A）



上場を目指した理由は？  



なぜ  

TOKYO PRO Market なのか  



TOKYO PRO Marketとは？  



国内新規  IPO件数の推移



東証各市場の位置づけと上場会社数



TOKYO PRO Marketの特徴



TOKYO PRO Market上場のメリット



TOKYO PRO Marketであれば上場のデメリットも軽減



TOKYO PRO Market上場会社の特徴



参考：直近の TOKYO PRO Market上場会社



TPMを経由して一般市場へ市場替えした事例 (11社)



TOM⇒一般市場へステップアップ上場をするメリット



上場までの準備期間について  



TOKYO PRO Market上場までの流れ



管理部門の体制について  



管理部門の体制について

✓管理部管掌役員の選任

✓取締役会の適切な運営

✓内部監査の実施

✓監査役監査の実施

✓決算体制の構築

✓予算管理体制の構築

✓稟議制度・意思決定システム構築



上場後の変化について  



質疑応答 




